
新たな目黒区民センターに向けた区民ワークショップ

実施結果について

第１回のプログラム 第２回のプログラム

１ 区民センターの概要について紹介

区から、現状の区民センターが果たして来
た役割と課題ついて紹介しました。

２ グループワーク

①現在の区民センターの「残していきたいこ
と」「変えるべきこと」について、普段利
用している経験を踏まえて意見を出し合い
しました。

②「新しい区民センターはどのような施設で
あるべきか」について、アイディアを出し
合い、実現に向けた課題についても議論を
深めました。

３ 成果発表

グループごとに話し合った内容を発表し、
質問回答を通して議論を深めました。

１ 新しい区民センターの検討経緯の紹介

区から、新しい区民センターの検討経緯や
空間イメージについて紹介しました。

２ 大学生ワークショップの成果発表

10月11日に実施した大学生ワークショップ
の成果を発表してもらい、共有しました。

４ 成果発表

グループごとに話し合った内容を発表しま
した。

３ グループワーク

新しい区民センターのあるべき姿について、
５つのテーマごとに分かれ、実現に向けた
アイディアを出し合いました。

【第１回】
実施日時：令和２年１０月１８日（日）１３：００～１５：３０
会 場：区民センター会議室（中小企業センター）

【第２回】
実施日時：令和２年１１月１日（日）１３：００～１５：３０
会 場：目黒区総合庁舎（南口エントランス）

【参加者】公募によりお申込いただいた方 計２５名（男性１３名、女性１２名）

≪年代≫ ≪住所≫

※上記25名の他、第2回目は大学生ワークショップ参加者の学生9名も参加しました。
※新型コロナウイルス感染症対策について
参加者数は収容定員（同等程度の会議室広さを基準に算出）の半分以下とし、マスク着

用、検温、アルコール消毒、換気の実施、緊急連絡先の確認を行いました。
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ディスカッションをまとめたグラフィックレコーディング

区民センターの残していきたいことは？１

・個々の施設機能（図書館、児童館・学童、美術館、ホール、体育館、プール等）

・区民センターにしかないもの（平和の鐘）・運動できるスペース

・子どもが集まることのできる場所 ・緑豊かな環境（目黒川からの風、樹木）

区民センターの変えるべきことは？２

・会議室から、予約不要のフリースペースに転換

・水害に備えて防災機能を持たせる

・公園・目黒川沿いを開放感のあるオープンな空間に

・誰でも使える広いオープンスペース

・図書館の動線を使いやすく

・誰もが利用しやすい空間に（バリアフリー対応）

・明るく使いやすい食堂

・子育て支援や子どもから若者世代が楽しめる機能の充実

・区民センターに行き来しやすい外周道路や駅からのアクセス改善

・広場には子どもが遊ぶための場所・現在のバラバラな施設配置に統一感を持たせる

・オンライン化

・独立している各機能を連携・類似機能を集約

・１年中利用可能なプール（屋内に集約）

第１回のまとめ
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新しい区民センターはどのような施設であるべき？３
TEAM1

ふところ広く、活動幅広く

TEAM２

一部が全部で全部が一部

TEAM３

次世代を担う多様な人々に
健康と文化・芸術を提供する場

あるべき姿

・多国籍、子どもから高齢者まで様々な人が使える施設に

・芝生広場（例：南池袋公園の広場）

・ワクワクする各施設のつながり

（例：開放的なホールと芝生広場の一体利用）

・広いフリースペース・オープンスペース、作業スペース

・屋上利用（シアター・ビアガーデン）

・働く人も受け入れられるテレワーク環境整備（Wi-Fi等）

課題

・建物の高さ制限

・芝生広場や夜間利用のための管理コスト

・防災対策（浸水への対処・緊急車両の動線確保）

あるべき姿

・今の独立した施設機能につながりを持たせる（借りた本を
プールサイドやカフェで読めたり、図書館・美術館・公
園を自分の家のように使えたり）

・目黒川沿いの立地を生かして広場とつなげる

・新しいニーズに合わせた機能（３Ｄプリンターが使える
ファブラボ、働く人向けに図書館で仕事ができるスペース、
身近な発表会で使えるホールや練習で使える防音室・ダン
ス室、キッチンスタジオなど）

課題

・各施設及び各機能をつなぐ仕組み（回遊させる動線など）

や配置計画が必要

あるべき姿

・多様な人（子供、若者、シニア、はたらく人、シングル
マザー、外国人等）が気軽に集まって接点を持つ場所

・スタート点としての広場（広場から図書館・プール・学童
等に向かう）

・児童館・学童・図書館が連携して行き来できる

・まちのリビングとしての図書館（閲覧スペースや自習室
を設けて、児童館と連携した子供向けイベント実施等）

・広場に緑や地域の集まるスペースをつくる

・目黒川の並木道を眺められる施設配置・オープンカフェ

課題

・限られた財源でより良い公共施設として建て替えるため
に、民間活用が必要
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TEAM４

いつでも・だれでも日常的に
人が集まる/目黒区のシンボルに

TEAM５

自然と共に楽しめる場

あるべき姿

・人にやさしく、温かみのある空間（木材・エコ）

・ブランディング（おしゃれで行きたくなる施設名に変更）

・いつでもだれでも使えるオープンスペース・カフェ、お
しゃべりできるたまり場（図書館でもおしゃべりが出来る
スペース、中高生が使える音楽スタジオ）

・若い起業家支援（工作・製本等のスペース・ファブラボ）

・監視カメラではなく、人が集まることで地域で見守る

課題

・公共施設は安く使えるが、事業として成立していない

・小学校と一体整備して目黒通りとつながるようにする

あるべき姿

・特定の利用者だけではなく、誰もが使いやすい施設に

・全世代・マイノリティ・様々な用途（例：IT関係の人も使
えるSOHO）も含めた交流の場

・アクセスを改善（目黒川を舟運でつなぐ等）

・シンボリックな空間・一階にカフェが入って民間が使う

・美術館とホールを連結して文化拠点として整備

・屋内・屋外プールをまとめ、幼児プールとともに屋内に
整備し、区民プールを小学校プールとシェア

・防災や景観の観点から公園スペースを広く取る

課題

・維持管理コスト・利用料金設定

ディスカッションをまとめたグラフィックレコーディング
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地域に必要とされる施設機能・仕組みとは？テーマ１

第２回のまとめ

・世代の近い子ども達の交流機能
（小学生と中高生など、学校以外で交流・勉強を教え合う）

・子供の遊びや学びに対する意欲を刺激する場所
（子供のコミュニティが出来るような常設的なオープンスペースを設ける）

・子供の居場所

・子育て支援

未来を担う子供が「生きていく力」を身につける場所

みんなのやりたいことを実現しやすくする場所、活動のきっかけ・ハブになる場所

・区民が自由に書ける巨大な黒板を設置

・区民センター使い方アワードを開催して、受賞アイディアを1日限定で実現

・区民センターでデイキャンプ

・YouTube用スタジオ

新しい区民センターでの企画・運営を支える仕組み

・エリアマネジメント団体を設立

どのような民間活用が考えられる？テーマ２

・近隣企業と連携したオフィス・起業家支援施設

・スポーツクラブ

・住宅

・カフェ 等

民間のノウハウを活かした魅力向上・財政負担軽減

・民間に施設の運営を委託（民間同士でも横連携が生まれる仕組みが必要）

・文化施設の運営には民間活用の工夫が必要

・民間に開かれることで、今回のワークショップのように新しい対話が生まれる

・運営に区民のボランティアも参加
（新しい区民センターでもワークショップが開催され、ボランティアが生まれるようになると良い）

民間活用と運営のあり方

・コスト削減や収益を生む施策（土地貸与、カフェ・コワーキングスペース・キッチンカー設置等）が
考えられるが、各施設間の連携が損なわれないように、全体を俯瞰するエリアマネジメントの仕組み
が必要

・高さ制限は近隣住民に対して方針をもって丁寧に説明する必要がある

・民間活用にあたって使用料収入だけでなく、やりがいを組み合わせて取り組んでもらうべき

民間活用の目的



各施設間のつながりや機能を融合させる工夫とは？テーマ３
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・運動関係の機能（体育館・プール・ジム等）は一つの棟に集約

・美術館の区民ギャラリーはホールや広い会議室と共用する

・図書館をまちのリビングとして屋内施設の中心に配置

・図書館と児童館を自由に行き来できるようにする
（セキュリティ対策として図書館から児童館への行き来は制限）

・屋外の中心に広場を配置し、美術館の屋外展示を広場でも実施する

類似の施設機能を融合・集約する

・川沿いからのアクセスを良くするため、川沿いにオープンスペースを設置し、周囲の各施設機能の
エントランスとつながりを持たせ、オープンスペースから各施設を見渡せるようにする
（例えば、美術館の入り口がオープンスペースとつながったり、運動施設の窓からオープンスペー
スを眺められたりする）

・図書館、児童館・学童はつながりを持たせるため下目黒小学校の近くに配置

目黒川沿いの空間や下目黒小学校とつながりを持たせるため、施設配置を工夫

下目黒小学校とどのような連携が考えられる？テーマ４

・遊び場・芝生広場

・小学生の創作物展示スペース（一般の人に公開できることで小学生のモチベーションも向上）

・司書から本の選び方を学ぶ場

・小学生がまちの魅力を学習できる場所

新しい区民センターにおいて子供向けの機能を設けたり、イベントを実施したりする

・プール等を小学校と共用する

区民センターの施設を小学校が使用

・セキュリティのため特別教室をゾーン分け（棟や建物内の構造で分離）

・特別教室の管理運営を民間委託することで学校側の負担を軽減し、地域にも開放しやすくする

特別教室（図工室・音楽室・家庭科室）を区民に開放

・小学校給食と食堂の相互利用・連携

・ホールの演奏者、美術アーティスト等による小学校でのワークショップ

・地域のイベント時に小学校の家庭科室を活用

・小学校のクラブ活動のコーチに区民が協力（マッチングに民間が協力）する

その他区民センター各施設と小学校の連携



周辺エリアから施設へ人の流れを生む工夫とは？テーマ５
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・区のイベント開催

・図書館の自習スペースの環境（Wi-Fi等）を整備して、学生や社会人を呼び込む

・広い芝生公園

・障害のある子供もない子供も一緒に遊べる公園（インクルーシブパーク）

・通年楽しめる屋内プール

・区民センターに立ち寄ればワンストップで楽しめる施設

・目黒川沿いに親水空間・オープンスペース・オープンカフェを設ける

・新しい区民センターのサイン・シンボルマークを作る

区内外から人を集めるコンテンツを持った施設づくり

・エリア全体で考えた区有施設の再編

中目黒・目黒エリア全体で公共施設を再編

・区民センター周辺道路を改善する

・地域交通を改善する（コミュニティバスを運行）

駅からのアクセス改善

ディスカッションをまとめたグラフィックレコーディング


